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地
域
研
究
者
の
軌
跡

①
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
五
三
年
、
愛
知
県

②
専
門
分
野
・
地
域
…
…
東
欧
地
域
研
究
、
と
く
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
地

域
③
学
歴
…
…
東
京
大
学
経
済
学
部
（
経
済
史
専
攻
）、
東
京
大
学
大
学

院
経
済
学
研
究
科
（
理
論
経
済
学
・
経
済
史
専
攻
）

④
職
歴
…
…
大
学
助
手
（
三
二
歳
、
四
年
半
）

⑤
現
地
滞
在
経
験
…
…
ハ
ン
ガ
リ
ー
（
二
四
歳
、
二
年
半
、
留
学
生
：

三
四
歳
、
二
年
、
研
究
員
：
三
九
歳
、
一
年
、
地
方
都
市
の
県
庁
付

き
研
究
員
：
四
五
歳
、
一
年
、
研
究
員
）、
ロ
シ
ア
（
四
四
歳
、
半
年
、

研
修
）

⑥
研
究
手
法
…
…
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
な
し
に
論
文
は
あ
り
え
な
い
。

文
献
資
料
や
文
書
資
料
も
フ
ィ
ー
ル
ド
の
な
か
で
見
つ
け
出
し
た

も
の
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
調
査
対
象
の
中
に
入
り
込
ん
で
、

一
緒
に
考
え
、
働
き
、
苦
楽
を
共
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

⑦
所
属
学
会
…
…
ス
ラ
ブ
東
欧
学
会
、
東
欧
史
研
究
会
、
現
地
の
社

会
史
学
会
、
社
会
学
会

⑧
研
究
上
の
画
期
…
…
東
欧
を
選
ん
だ
と
い
う
意
味
で
は
一
九
六
〇
年

代
の
学
生
運
動
、
社
会
主
義
圏
へ
の
関
心
と
い
う
意
味
で
は
中
国

の
文
化
大
革
命
、
地
域
研
究
と
い
う
意
味
で
は
一
九
八
〇
年
代
末

の
現
地
に
お
け
る
個
人
農
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

⑨
推
薦
図
書
…
…
バ
イ
ブ
ル
の
よ
う
な
地
域
研
究
書
を
あ
げ
る
の
は

困
難
な
の
で
、
問
題
提
起
の
書
と
し
て
こ
の
数
年
間
で
新
し
い
地

域
史
を
開
拓
し
た
左
近
幸
村
編
著
『
近
代
東
北
ア
ジ
ア
の
誕
生
』

（
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

●

│
東
欧
・
ス
ラ
ブ

専
門
化
し
た
学
問
を
統
合
す
る

家
田

　
修
（
い
え
だ
・
お
さ
む
）

北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
・
教
授



089 地域研究の牽引者たちからのメッセージ

メ
ッ
セ
ー
ジ

（
地
域
）
研
究
者
に
な
る
こ
と

地
域
研
究
者
を
意
識
し
始
め
た
の
は
、
二
年
近
く
の
農
家
実
態
調

査
（
家
族
ぐ
る
み
で
一
緒
に
働
い
た
）
を
行
っ
た
経
験
、
お
よ
び
文

書
館
で
大
部
の
文
書
全
体
を
読
み
通
し
た
経
験
が
基
に
な
っ
て
い

る
。現
在
の
研
究
は
地
域
環
境
問
題
、と
り
わ
け
昨
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー

で
の
「
赤
泥
事
故
」、
お
よ
び
福
島
原
発
事
故
以
後
は
環
境
汚
染
事

故
へ
の
社
会
的
対
応
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。
教
育
で
も
環
境

を
テ
ー
マ
に
講
義
と
演
習
を
開
講
し
て
い
る
。

第
Ⅰ
部
「
現
場
の
悩
み
三
〇
問
」
を
読
ん
で

地
域
研
究
を
「
情
報
」
で
考
え
て
み
る
。
地
域
研
究
は
デ
ィ
シ
プ
リ

ン
の
応
用
と
い
わ
れ
る
が
、
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
分
析
に
必
要
な
情
報
を
提

供
す
る
の
も
地
域
研
究
で
あ
る
。
情
報
の
要
素
を
５
Ｗ
１
Ｈ
と
す
る
と
、

抽
象
化
を
目
指
す
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
で
は
、
５
Ｗ
１
Ｈ
す
べ
て
を
ま
と
め

て
分
析
す
る
こ
と
は
な
い
。
極
端
な
場
合
「
だ
れ
が
何
を
し
た
」
だ
け

で
完
結
す
る
。
他
方
、
地
域
研
究
で
は
い
ず
れ
の
要
素
が
欠
け
て
も
分

析
は
成
立
し
な
い
。
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
分
析
で
も
「
だ
れ
が
」
と
「
何
を
」

以
外
の
３
Ｗ
１
Ｈ
を
考
慮
す
れ
ば
地
域
研
究
に
な
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
と
は
５
Ｗ
１
Ｈ
を
重
ん
じ
る
点
で
共
通
す
る
。
し
か
し
地
域
研
究
が

扱
う
情
報
は
「
ニ
ュ
ー
ス
＝
非
日
常
の
出
来
事
」
で
は
な
く
、
日
常
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
常
に
こ
そ
問
題
点
が
潜
ん
で
い
る
。
ニ
ュ
ー

ス
を
日
常
性
か
ら
説
明
で
き
る
能
力
が
地
域
研
究
者
に
問
わ
れ
て
い
る
。

地
域
研
究
の
魅
力
と
可
能
性

一
九
〜
二
〇
世
紀
は
専
門
知
が
求
め
ら
れ
た
。
人
々
は
知
的
関
心

を
絞
り
こ
み
、
集
中
的
・
効
率
的
に
仕
事
を
し
た
。
し
か
し
高
品
質

の
製
品
が
生
み
出
さ
れ
る
傍
ら
で
、
廃
棄
物
が
環
境
を
汚
染
し
た
。

「
フ
ク
シ
マ
」
は
そ
の
究
極
で
あ
る
。
京
大
原
子
炉
実
験
所
の
小
出

裕
章
さ
ん
や
今
中
哲
二
さ
ん
た
ち
は
、「
原
発
が
安
全
な
ら
、
な
ぜ

都
会
に
作
ら
な
い
の
か
」と
い
う
自
然
な
問
い
か
け
を
発
し
続
け
た
。

私
の
恩
師
が
最
近
、
某
学
会
か
ら
退
会
し
た
。「
次
回
大
会
を
予
定

し
て
い
た
福
島
大
学
を
、
あ
ろ
う
こ
と
か
放
射
能
汚
染
と
余
震
の
恐

れ
を
理
由
に
忌
避
し
」
た
こ
と
に
憤
慨
し
、「
福
島
市
民
の
心
の
傷

に
塩
を
す
り
込
む
よ
う
な
、
信
じ
ら
れ
な
い
こ
の
唾
棄
す
べ
き
決
定

に
抗
議
し
」、「
こ
の
よ
う
な
決
定
を
下
し
た
『
精
神
の
な
い
専
門
人
』

（
ヴ
ェ
ー
バ
ー
）
た
ち
の
学
問
に
も
は
や
信
頼
を
寄
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
か
ら
だ
と
伝
え
て
き
た
。
奇
し
く
も
、
小
出
さ
ん
が
国
会

で
国
会
議
員
に
投
げ
か
け
た
ガ
ン
ジ
ー
の
言
葉
、「
理
念
な
き
政
治
、

労
働
な
き
富
、
良
心
な
き
快
楽
、
人
格
な
き
学
識
、
道
徳
な
き
商
業
、

人
間
性
な
き
科
学
、
献
身
な
き
信
仰
」
に
も
同
じ
主
張
が
あ
る
。

二
一
世
紀
は
専
門
化
し
た
学
問
を
統
合
す
る
時
代
で
あ
る
。
５
Ｗ

１
Ｈ
の
情
報
を
ば
ら
ば
ら
に
切
り
離
す
こ
と
な
く
、
総
合
的
に
論
じ

る
時
代
で
あ
る
。
人
類
が
対
立
か
ら
共
生
へ
と
精
神
を
転
換
さ
せ
て

い
る
今
、
地
域
で
人
々
と
共
に
考
え
る
こ
と
か
ら
学
問
を
始
め
る
地

域
研
究
に
こ
そ
大
き
な
未
来
が
あ
る
。




